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　　平成２８年～平成３０年の10月から12月の人身事故発生件数　　平成２８年～平成３０年の10月から13月の人身事故発生件数

　 １月から３月の路線別・時間帯別交通事故発生状況（過去3年分析） ４月から６月の路線別・時間帯別交通事故発生状況（過去３年分析）

　 ４月から６月の事故類型別交通事故発生状況(過去３年分析)

  　  ～取締り要望～

新潟中央警察署（旧新潟中央警察署管内）

柾谷小路・広小路周辺 市役所・学校町通周辺

海岸沿線・信濃川沿線道路は、横断歩行者被害の事故が発生しており、速度違反の取締り要望が寄せられています。

関屋地区周辺区域

交差点等において自転車や歩行者が関与する事故が多発しており、交差点関連違反の指導取締りを重点に実施します。

速　度　等　取　締　り  の  指　針

　　　　旧新潟中央警察署管内の飲酒運転取締り重点

旭町通２番町地内の新潟市道は、学生等の通行が多い一方通行道路であり、速度違反の取締り要望が寄せられています。

重点場所

７：００～１８：００

海岸・信濃川沿線道路 ９：００～１９：００ 海岸沿線道路全線

柾谷小路・広小路周辺

重点時間帯

通学路等の生活道路区間新潟市道（旭町通２番町）

旧新潟中央警察署管内の交差点関連違反（信号無視・一時不停止・横断歩行者妨害等）取締り重点

４０キロ/法定

３０キロ７：３０～１７：３０

★　重点以外の場所・時間帯であっても、取締りを実施することがあります。

重点場所

古町地区周辺における飲酒運転に関する通報が寄せられており、同所での飲酒運転取締りを重点的に実施します。

　　 ○　タクシーによる駐車違反、一般車両の一方通行違反に対する取締り要望が寄せられています。
　　 ○　管内全域で違法駐車の取締りの要望が寄せられています。

７：００～１８：００

令和５年～令和７年 ４月～６月の人身事故発生件数

重点時間帯 ２２：００～９：００

７：００～１８：００

令和８年４月

旧新潟中央警察署管内の速度取締り重点
重点路線 重点時間帯 区　　　　　間 規制速度

～ 令和７年１２月末の交通事故発生状況～
● 【人身事故】 ６７件（－２９件）、死者０人（－１人）、負傷者数７６人（－２８人） 【物件事故】 １，３４４件（＋７４件）
● 主な事故形態

【高齢者が関係する事故】 高齢者事故が３３件（負傷者数１６名）と全体の約５０％を占め、依然として高い割合です。
【交差点での事故】 交差点（付近を含む）事故が４７件（負傷者数５１名）と全体の約７０％を占め、依然として高い割合です。

【横断歩行者妨害を伴う事故】 横断歩行者妨害による事故が１７件（負傷者１７名）と前年より減少していますが、重傷者の割合は高くなっています。
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○ 通学路、生活道路における可搬式速度違反取締装置による速度違反取締り、同ダミーによる速度抑止対策の推進
○ パトカーによるレッド警戒（赤ランプの点灯）と駐留警戒の強化
○ 春の全国交通安全運動【4/6（月）～4/15（水）】
○ 自転車安全月間【5/1（金）～5/31（日）】 ○ シニア安全強化日【4/15（水）・6/15（月）】

その他の交通指導取締り要点

旧新潟中央警察署管内における交通事故実態

▼ 路線別では、市道が全体の約６４％を占め、市道で発生する事故の約５０％は

自転車や歩行者が当事者となっています。

▼ 時間帯別で最も多いのは、１４時台～２０時台（２８件）ですが、自転車や歩行者

が被害者となる事故は、通学・通勤時間である６時台から１０時台と、日没時間の

１６時台から夜間の２０時台に発生する割合が多くなっています。

▼ 高齢者が関係する事故については、ほとんどが８時から１６時までの間に発生

しており、 通行目的別では１０時から１６時までの間の買物の割合が多くなって

います。
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